
　Ⅰ．総合大学としての特長を活かした環境教育・研究

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[１]
環境に関連するカリキュラムの数を調査、
周知する。

環境ＩＳＯ学生委員会
カリキュラム

作成時

環境関連科目一覧表、
サステナビリティレポート
によって確認する。

記録―各学部・大学院、
確認―環境ＩＳＯ学生委
員会

１回／年

[２]
附属図書館における環境に関連する書籍
等の数を維持し、増加させる。

附属図書館 通年
環境関連書籍一覧表に
よって確認する。

記録―附属図書館、確
認―環境ＩＳＯ学生委員
会

１回／年

[３]
附属図書館における環境に関連する書籍
等の貸し出しを促進させる。

附属図書館、環境ＩＳＯ
学生委員会

通年
環境関連書籍貸し出し
冊数一覧表によって確
認する。

記録―附属図書館、確
認―環境ＩＳＯ学生委員
会

１回／年

[４]
学内での環境に関連するカリキュラムの維
持を確認し、サステナビリティレポート等の
利用により積極的に情報公開を行う。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
サステナビリティレポート
等によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
附属中学校において、生徒による環境教
育活動の継続と発展を図る。

環境ＩＳＯ学生委員会、
附属中学校環境責任者

通年
環境ＩＳＯ事務局におい
て実施記録を作成し、確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
附属小学校において、環境ISO構内美化委
員会を通じて、環境教育プログラムの継続
と発展を図る。

環境ＩＳＯ学生委員会、
附属小学校環境責任者

通年
環境ＩＳＯ事務局におい
て実施記録を作成し、確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
附属幼稚園における環境教育プログラム
の継続と発展を図る。

環境ＩＳＯ学生委員会、
附属幼稚園環境責任者

通年
環境ＩＳＯ事務局におい
て実施記録を作成し、確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

　Ⅱ. 環境負荷の少ない緑豊かなキャンパスづくり

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[１]
裏紙の使用、両面印刷等の利用、電子媒
体の利用及び使用済み封筒の再利用を促
し、用紙類の削減に努める。

各部局総務担当者、構
成員、準構成員

通年
アンケート等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
裏紙利用や両面印刷等の啓発などを含め
た用紙使用量削減を促進する取り組みを
検討する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施状況等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
資源回収古紙とミックス古紙回収システム
の正しい分別の下での利用を促すことによ
り、紙ごみ回収率の向上に努める。

環境ＩＳＯ学生委員会
イベント実施時・通

年
回収記録・実施状況等
によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
不要になった用紙のうち、裏紙としての使
用が不可能なものについては指定の回収
場所に持参する。

各部局等総務担当者、
各研究室等

通年
アンケート等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
施設新設・増設・改修時の節水型設備の
導入に努める。

施設環境部 施設改修時
改修記録等によって確
認する。

施設環境部 １回／年

[２]
漏水等の早期発見とその処置の迅速化に
努める。

施設環境部 通年
調査記録によって確認
する。

施設環境部 １回／年

[３] トイレ・水栓の維持・管理に努める。 施設環境部 通年
実施記録によって確認
する。

施設環境部 １回／年

[４] 節水に努める。 構成員、準構成員 通年
アンケート等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[５] ステッカー等によって節水を促進する。
環境ＩＳＯ学生委員会、
各ユニット責任者

通年
ステッカーの貼付状況等
によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[６]
定期的に水の消費量を把握し、周知に努
める。

施設環境部 通年
省エネリーダー会議の
記録によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年
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Ⅱ－２ 用紙類再利用 共通事項
用紙類の再利用・分
別・回収を定着させる。

用紙類の再利用・分
別・回収をキャンパス
全体に浸透させる。

Ⅱ－３ 水使用量削減 共通事項

水の使用量を今後３年
間にわたり年平均で原
単位１％以上削減す
る。

水の使用量を前年度
比で原単位１％以上削
減することに努める。

24運用手順 24監視測定手順

Ⅱ－１
用紙類使用量

削減
共通事項

用紙類の使用量を今
後３年間にわたり年平
均で１％以上削減す
る。

用紙類の使用量を前
年度比で１％以上削減
する。

2024年度
No. 項目

対象
部門 2022～2024年度

項番

実施計画（2024年度）

環境方針

No. 項目 項番

実施計画（2024年度）

24運用手順 24監視測定手順
2024年度

対象
部門 2022～2024年度

Ⅰ－２
附属学校にお
ける環境教育

附属学校部門

附属中学校・小学校・
幼稚園における自主的
な環境教育プログラム
を充実させる。

附属中学校・小学校・
幼稚園における自主的
な環境教育プログラム
の継続と発展を図る。

環境方針

Ⅰ－１
環境教育・学

習・研究

一般教育・研究部
門/実験系教育・研

究部門

大学・大学院における
環境教育・研究を推進
し、学内における環境
関係の教育・研究を充
実させる。

環境に関係する教育・
研究機会を維持し、増
加させ、また学内での
環境教育の状況につ
いて、情報公開を行う。



[１]
ごみの排出抑制及びごみと資源等の分別
に努める。

構成員、準構成員 通年

①アンケート
②分別状況
③一般廃棄物排出量
データによって確認す
る。

記録―①②環境ＩＳＯ学
生委員会、③施設環境
部、 確認―環境ＩＳＯ学
生委員会

１回／年

[２]
ごみの分別状況及び一般廃棄物の排出量
を構成員・準構成員に対して周知する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
分別表示によって、キャンパス利用者に分
別BOXや廃棄物集積所における分別を促
す。

環境ＩＳＯ学生委員会、
各部局総務担当者

通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[４]
学内における３Rシステムの発展のための
取り組みを実施する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
グリーン調達方針に基づき、グリーン購入
基準適合製品を選択する。

教職員（発注者） 通年
連絡された品目等の記
録によって確認する。

記録―財務部財務企画
課、確認―環境ＩＳＯ学
生委員会

１回／年

[２]
グリーン購入基準適合製品以外の製品を
選択した場合には、その品目・数量を契約
課に連絡するという手続きを意識する。

教職員（発注者） 通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
化学物質の適正管理に関する啓発活動を
実施する。

総合安全衛生管理機構 通年
実施状況によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
千葉大学化学物質管理システム（ＣＵＣＲＩ
Ｓ）の利用等によって化学物質の適正な管
理を行う。

化学物質取り扱いユニッ
ト

通年
運用状況によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]

新たに不要薬品が発生した場合、不要薬
品の安全管理を徹底し、速やかに廃棄す
る。なお、廃棄方法等不明な点がある場合
は、総合安全衛生管理機構に問い合わせ
る(または相談する)。

化学物質取り扱いユニッ
ト

通年
内部監査結果によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
グリストラップの設置を継続し、定期的に洗
浄する。

食堂部門ユニット環境責
任者

食堂部門ユニット環
境責任者が定める
頻度

洗浄記録によって確認
する。

記録―食堂部門ユニット
環境責任者、確認―環
境ＩＳＯ学生委員会

１回／年

[２]
必要に応じてペーパータオル等での厨房
機器の油分拭き取りを励行する。

食堂部門構成員 通年
インタビューによって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
生ごみの発生量を把握し、作り置きや食べ
残しを最小限にとどめる等の措置により食
品廃棄の抑制を進める。

食堂部門ユニット環境責
任者

１回以上／月、通年
生ごみ発生量の記録、
インタビューによって確
認する。

記録―食堂部門ユニット
環境責任者、確認―環
境ＩＳＯ学生委員会

１回／年

［２］ 生ごみの堆肥化を検討し、実施する。
食堂部門関係構内事業
者、環境ＩＳＯ学生委員
会

１回以上／年
実施記録によって確認
する。

作成―環境ＩＳＯ学生委
員会、保管―構内事業
者、確認―環境ＩＳＯ学
生委員会

１回／年

[１] 廃油の発生抑制の取り組みを促進する。
食堂部門ユニット環境責
任者

通年
インタビュー等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
廃油を適正に保管し、適切な認可業者又
は再生処理業者へ処理処分を依頼する。

食堂部門ユニット環境責
任者

通年
依頼量・依頼先の記録
によって確認する。

記録―食堂部門ユニット
環境責任者、確認―環
境ＩＳＯ学生委員会

１回／年

[１]
千葉大学のグリーン調達方針とグリーン購
入基準適合製品の内容をユニット構成員
に伝える。

物品販売部門ユニット環
境責任者

第１四半期
インタビュー等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
グリーン購入基準適合製品の品揃えを充
実させる。

物品販売部門ユニット環
境責任者

通年
インタビュー等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
グリーン購入基準適合製品かどうかを購入
者に伝え、その購入を促進する。

物品販売部門ユニット環
境責任者

通年
インタビュー等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
充電池・インクカートリッジ・トナー等の回収
システムを維持し、その回収・循環利用を
促進する。

物品販売部門ユニット環
境責任者

通年
インタビュー等によって
確認する。

記録―物品販売部門ユ
ニット環境責任者、確
認・インタビュー―環境Ｉ
ＳＯ学生委員会

１回／年

[2]
レジ袋の利用率削減に向けた取り組みを
行う。

生協、環境ＩＳＯ学生委
員会

通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
ブックセンターにおける最新の社会情勢に
適した環境に関連する書籍等の導入に努
める。

ブックセンターユニット環
境責任者

通年
書籍リストによって確認
する。

記録―ブックセンターユ
ニット環境責任者、確認
―環境ＩＳＯ学生委員会

１回／年

[２]
環境関連書籍に対する関心を高めるため
の啓発活動を行う。

ブックセンターユニット環
境責任者

通年
実施記録によって確認
する。

記録―ブックセンターユ
ニット環境責任者、確認
―環境ＩＳＯ学生委員会

１回／年

Ⅱ－４ 廃棄物抑制 共通事項

廃棄物分別を徹底し、
３R(リデュース・リユー
ス・リサイクル)の促進
を図る。

廃棄物の分別の徹底
および廃棄物の排出量
を削減することに努め
る。

Ⅱ－５ グリーン調達 共通事項

環境配慮型製品を優
先的に購入する「グ
リーン購入」を大学の
物品購入において推進
する。

大学の物品購入にお
いて千葉大学グリーン
調達方針に基づく調達
を行う。

Ⅱ－６ 化学物質管理
実験系教育・

研究部門
化学物質の適正な管
理を行う。

化学物質の適正管理
を徹底する。

Ⅱ－７ 廃水浄化 食堂部門
廃水の浄化を促進す
る。

廃水の浄化のためのシ
ステムを運用する。

Ⅱ－８ 生ごみ処理 食堂部門
生ごみの発生量を抑制
する。

生ごみの発生量を抑制
するためのより効率的
な取り組みを促進す
る。

Ⅱ－９ 廃油抑制 食堂部門
廃油の発生抑制・適正
処理を行う。

廃油の発生抑制・適正
処理のためのシステム
を運用する。

Ⅱ－１０ グリーン購入 物品販売部門
グリーン購入の取り組
みを促進する。

グリーン購入基準適合
製品の品揃えを充実さ
せ、その情報提供を進
めて積極的な選択を促
す。

Ⅱ－１１ 
物品販売にお

ける３R
物品販売部門

物品販売に伴う廃棄物
の削減・循環利用を定
着させる。

物品販売に伴う廃棄物
の削減・循環利用を促
進する。

Ⅱ－１２ 環境関連書籍 書籍販売部門
環境関連書籍に対する
関心を高める。

環境関連書籍の品揃
えを充実させ、その情
報提供を進めて積極的
な選択を促す。



Ⅱ－１３
落ち葉・剪定枝

処理
外回り部門

有効利用される落ち葉
の量を増やす。

落ち葉等の有効利用を
展開する。

[１]
「けやきの子」プロジェクトを堆肥化等検討
会議を開いて検討し、進める。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年

会議構成員名簿・議事
録を作成し、保管された
当日資料と実施記録に
よって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
構内の緑地・水辺空間の適切な維持・管
理・活用方法を検討し、実施する。

キャンパス整備企画室、
施設環境部、環境ＩＳＯ
学生委員会

通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
学生や教職員の主体的な緑化活動を把握
し、促進する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
インタビュー・実施記録
等によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
構内を巡り、美化対策が必要な個所を確
認するとともに、ごみ拾いを実施する。

環境ISO学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
当年度ステッカー貼付、指定された場所へ
の駐輪などのルールを守る。

構成員、準構成員 通年
駐輪状況調査によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
前項目のような正しい自転車利用を構成
員及び準構成員に周知し、適切な利用を
促す。

施設環境部、環境ISO学
生委員会

通年
周知の記録によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
自転車の利用者登録を行い、当年度のス
テッカーを交付し、その貼付状況を確認す
る。

交付―施設環境部、登
録・確認―各部局担当
者

通年
ステッカー交付枚数、貼
付状況調査によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[４]
自転車の回収システムを運用し、回収した
自転車を修理・譲渡するまたは適切に処分
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[５]
西千葉地区構内における車輌の交通規制
実施要領及び同細目に基づき放置自転車
及び迷惑駐輪・違法駐輪車の撤去を行う。

施設環境部 通年
撤去台数等記録によっ
て確認する。

記録―施設環境部、確
認―環境ＩＳＯ学生委員
会

１回／年

[６]
構内における自転車マナーの改善方法に
ついて検討する。

キャンパス整備企画室 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[7] シェアサイクルの適切な運用を促進する。 キャンパス整備企画室 通年
運用記録によって確認
する。

キャンパス整備企画室 １回／年

Ⅱ－１６
受動喫煙禁止

環境整備
外回り部門

受動喫煙禁止環境の
整備と喫煙対策指針を
施設利用者に周知する
ことを通じて、受動喫煙
を防止する。

敷地内禁煙の状況を
監視し、禁煙支援を
推進する。

[１]
さらなる受動喫煙禁止環境整備のために
有益な情報を収集し、対策を検討する。

総合安全衛生管理機
構、環境ＩＳＯ学生委員
会

通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

　Ⅲ． 学生主体の環境マネジメントシステムの構築と運用

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[１]
学生委員会活動への参加を新年度ガイダ
ンス時の研修等を通じて呼びかける。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
学生委員会内で定期的に親睦会等の楽し
い企画を実施し、内部コミュニケーションを
盛んにする。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
学生委員会の活動を写真や記事で記録
し、委員会を紹介するための広報媒体等に
よって広報する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
学生主催のイベントを支援したり、自主的
な環境活動の促進するなどして、学生の環
境意識を向上させる。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
アンケート等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

［２］
大学祭・生協祭の環境対策の継続と発展
を図る。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

Ⅱ－１４ 緑の管理 外回り部門
構内の緑を維持・管理
する。

構内における緑地の状
況を把握し維持・管理
を継続するとともに、水
辺空間の管理方法に
ついて検討する。

Ⅱ－１５ 自転車管理 外回り部門

放置自転車を削減し、
大学構内において自転
車に正しく「乗る」・「停
める」・「捨てる」の三本
柱を主軸とした自転車
利用を浸透させ、構内
の自転車環境を整備す
る。

構内の放置自転車の
撤去をすすめるととも
に、正しい自転車利用
方法の周知とマナーの
向上に向けて、必要か
つ効果的な施策を進め
る。

24監視測定手順項番

実施計画（2024年度）

2022～2024年度 2024年度

環境方針

環境ＩＳＯ学生委員会を
維持・発展させる。

No. 項目
対象
部門

Ⅲ－１ 学生委員会 共通事項

学生委員会の活動を
学内外に向けて、積極
的に情報発信していく
とともに、学生委員会メ
ンバーを増加させ、内
部コミュニケーションを
盛んにする。

24運用手順

環境活動を通じて学生
の環境意識の向上を
図る。

学生の環境意識を高
める。

Ⅲ－２
学生による環境

活動
共通事項



　Ⅳ．地域社会に開かれた形での環境マネジメントシステムの実施

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[１]
地区環境ＩＳＯ実行委員会に、地域代表委
員を置く。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
地区環境ＩＳＯ実行委員
名簿によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／半年

[２]
千葉大学の環境・エネルギーマネジメント
システムについて地域住民の意見を得る。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年
議事録によって確認す
る。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
学生委員会が行う環境活動に地域住民の
参加を促す。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[４]
地域社会のイベントに積極的に参加し広報
活動を行うことで、環境活動を円滑に行え
る関係を形成する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
キャンパスにおける環境マネジメントシステ
ムへの取り組みや環境情報をホームペー
ジ等に掲載し、学内外に発信する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
ホームページ等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
当年度のサステナビリティレポートを発行
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 ８月
サステナビリティレポート
によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
千葉大学の環境ＩＳＯ活動について全国の
大学･企業等に向けて広報活動を行う。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
通常の環境ＩＳＯ活動において、留学生に
配慮した形式でも実施する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
留学生との交流を通し、環境意識向上の
ための活動を実施する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
千葉大学や学生委員会の取り組み、環境
に関する国際的な情報発信を行う。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

　Ⅴ・国立大学の中での全国トップ水準のエネルギー効率の維持、改善

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[１]
施設新設・増設・改修・更新時には高効率
機器の導入に努める。

施設環境部 施設改修時
設備機器表等によって
確認する。

施設環境部 １回／年

[２] 講義室の空調機器の定期清掃を行う。 施設環境部
各１回／

夏期・冬期
実施記録によって確認
する。

施設環境部
各１回／

夏期・冬期

[３]
研究室の空調機器の清掃を促進する方法
を検討し、実施する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[４]
省エネルギーを呼びかけるための方策を
実施する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[５]
省エネリーダー会議を開催し、エネルギー
使用量削減に役立つ情報を、構成員に発
信する。

施設環境部 2回以上／年
議事録・会議参加者名
簿等によって確認する。

施設環境部 １回／半年

[６]
大学構内でのエネルギー使用量の周知に
努める。

施設環境部 通年
省エネリーダー会議の
記録によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回/年

[７]

照明の消し忘れの防止、空調機器の適切
な使用、上下２階までの階段利用、夏期は
クールビズ、冬期はウォームビズを促す方
策を行う。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[８]

大学ホームページにおける電力使用見え
る化の情報による電力状況の把握、照明
の消し忘れの防止、空調機器の適切な使
用、上下２階までの階段利用の促進、夏期
のクールビズ、冬期のウォームビズという
手段を用いて電力使用の抑制に努める。

構成員、準構成員 通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[９]
エネルギー使用量の内訳を把握し、削減
方法を検討する。

施設環境部 通年
実施記録によって確認
する。

施設環境部 １回／年

[１０]
省エネルギーや再生可能エネルギーの活
用など設備面での取り組みを実施する。

施設環境部 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

24運用手順

Ⅳ－２ 情報公開 共通事項
学内外へ情報公開を
行う。

2024年度

Ⅳ－３

No. 項目
対象
部門

国際化対応 共通事項

環境方針

24監視測定手順項番

実施計画（2024年度）

2022～2024年度 2024年度

地域社会の意見を反
映させるとともに、地域
社会に積極的に参加
し、対外的に広報活動
をする。

No. 項目
対象
部門

Ⅳ－１
地域連携・地域

参加
共通事項

地域社会の主体的な
参加を得つつ、地域社
会との交流を盛んに
し、千葉大学環境ＩＳＯ
を広めていく。

環境方針

24運用手順

24監視測定手順

千葉大学の環境への
取り組みについて学内
外に情報発信を行う。

項番

実施計画（2024年度）

2022～2024年度

国際的な情報発信を行
うとともに留学生との交
流を強化し、環境ＩＳＯ
活動に関する国際的な
相互理解をさらに深め
る。

留学生との交流や国際
的な情報発信を行い、
留学生の環境意識の
向上とサステイナブル
キャンパスの普及・推
進をはかる。

Ⅴ－１

エネルギー使
用量削減・温室
効果ガス発生

抑制

共通事項

エネルギー使用量を今
後３年間にわたり年平
均で原単位１％以上削
減する。

省エネリーダー会議を
開催し、エネルギー使
用量削減に役立つ情
報を、構成員に発信す
る



改廃履歴

内容

新規制定

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 折原 亘、高畑光里） 改訂

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 小室芳樹、三木 茜） 改訂

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 西山友啓、巌見りおん） 改訂

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 新井春香、石塚郁海、森田航平） 改訂

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 森田航平、桧森佑太朗） 改訂

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 田中ひかる） 改訂

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 田中菜都乃、磯野啄己） 改訂

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 河村嶺衣奈） 改訂

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 伊藤絢香、須藤凛之助、仁井田咲良） 改訂

改訂

改訂

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 山内一輝）

２０２４年　４月　１日 倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 佐藤柊太、木下恵水）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

２００８年　４月　１日

２００９年　４月　１日

２０１０年　４月　１日

２０１１年　４月　１日

起案者

倉阪秀史（原案：環境ＩＳＯ学生委員会行動計画班）

倉阪秀史

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史

制定(改廃)年月日

２００４年　４月　１日

２００４年１０月１４日

２００４年１２月１３日

２００５年　４月　１日

２００６年　４月　１日

２００７年　４月　１日

２０１２年　４月　1日

２０１３年　４月　1日

２０１４年　４月　1日

２０２２年　４月　１日

２０２３年　４月　１日

２０１５年　４月　1日

２０１６年　４月　1日

２０１７年　４月　1日

２０１８年　４月　１日

２０１９年　４月　１日

２０２０年　４月　１日

２０２１年　４月　１日

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 佐藤 洵、廣岡安雲）



　Ⅰ．総合大学としての特長を活かした環境教育・研究

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[１]
環境に関連するカリキュラムの数を調査、
周知する。

環境ＩＳＯ学生委員会 カリキュラム作成時
環境関連科目一覧表、
サステナビリティレポート
によって確認する。

記録―各学部・大学院、
確認―環境ＩＳＯ学生委
員会

１回／年

[２]
附属図書館亥鼻分館における環境に関連
する書籍等の数を維持し、増加させる。

附属図書館亥鼻分館 通年
環境関連書籍一覧表に
よって確認する。

記録―附属図書館、確
認―環境ＩＳＯ学生委員
会

１回／年

[３]
学内での環境に関連するカリキュラムの維
持を確認し、サステナビリティレポート等の
利用により積極的に情報公開を行う。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
サステナビリティレポート
等によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

　Ⅱ. 環境負荷の少ない緑豊かなキャンパスづくり

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

Ⅱ－１
用紙類使用量

削減
共通事項

用紙類の使用量を今
後３年間にわたり年平
均で１％以上削減す
る。

用紙類の使用量を前
年度比で1％以上削減
する。

[１]
裏紙の使用、両面印刷等の利用、電子媒
体の利用及び使用済み封筒の再利用を促
し、用紙類の削減に努める。

各部局総務担当者、各
構成員、準構成員

通年
アンケート等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
ミックス古紙回収システムの正しい分別の
下での利用を促すことにより紙ごみ回収率
の向上に努める。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
回収記録等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
リサイクルボックス等を学内に設置するとと
もに、ポスターを掲示し、用紙の再使用・リ
サイクルを推進する。

共用コピー・印刷室―各
部局総務担当者、研究
室・事務室―各構成員

通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
不要になった用紙のうち、裏紙としての使
用が不可能なものについては指定の回収
場所に持参する。

各部局等総務担当者、
各研究室等

通年
アンケート等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
施設新設・増設・改修時の節水型設備の
導入に努める。

施設環境部 施設改修時
改修記録等によって確
認する。

施設環境部 １回／年

[２]
漏水等の早期発見とその処置の迅速化に
努める。

施設環境部 通年
調査記録によって確認
する。

施設環境部 １回／半年

[３] トイレ・水栓の維持・管理に努める。 施設環境部 １回／年
実施記録によって確認
する。

施設環境部 １回／年

[４] 節水に努める。 構成員、準構成員 通年
アンケート等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[５] ステッカー等によって節水を促進する。
環境ＩＳＯ学生委員会、
ユニット環境責任者

通年
ステッカーの貼付状況等
によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[６]
定期的に水の消費量を把握し、周知に努
める。

施設環境部 通年
省エネリーダー会議の
記録によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
キャンパス利用者に分別BOXや廃棄物集
積所における分別を促す。

環境ＩＳＯ事務局、各部
局総務担当者

通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
ごみの排出抑制及びごみと資源等の分別
に努める。

構成員、準構成員 通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
グリーン調達方針に基づき、グリーン購入
基準適合製品を選択する。

教職員（発注者） 通年
連絡された品目等の記
録によって確認する。

記録―事務部財務課、
確認―環境ＩＳＯ学生委
員会

１回／年

[２]
グリーン購入基準適合製品以外の製品を
選択した場合には、その品目・数量を契約
課に連絡するという手続きを意識する。

教職員（発注者） 通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

Ⅱ－５ グリーン調達 共通事項

環境配慮型製品を優
先的に購入する「グ
リーン購入」を大学の
物品購入において推進
する。

大学の物品購入にお
いて千葉大学グリーン
調達方針に基づく調達
を行う。

Ⅱ－３ 水使用量削減 共通事項

水の使用量を今後３年
間にわたり年平均で原
単位１％以上削減す
る。

水の使用量を前年比で
原単位1％以上削減す
る。

Ⅱ－４ 廃棄物抑制 共通事項

廃棄物分別を徹底し、
３R(リデュース・リユー
ス・リサイクル)の促進
を図る。

廃棄物の分別の徹底
および廃棄物の排出量
を削減することに努め
る。

項番
実施計画（2024年度）

2022～2024年度 2024年度
24運用手順 24監視測定手順

Ⅱ－２ 用紙類再利用 共通事項
用紙類の再利用・分
別・回収を定着させる。

用紙類の再利用・分
別・回収をキャンパス
全体に浸透させる。

Ⅰ－１
環境教育・学

習・研究

一般教育・研究部
門/実験系教育・研

究部門

大学・大学院における
環境教育・研究を推進
し、学内における環境
関係の教育・研究を充
実させる。

環境に関係する教育・
研究機会を維持し、増
加させ、また学内での
環境教育の状況につ
いて、情報公開を行う。

環境方針

No. 項目
対象
部門

環境方針

No. 項目
対象
部門

項番
実施計画（2024年度）

2022～2024年度 2024年度
24運用手順 24監視測定手順
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千葉大学亥鼻キャンパスにおける環境目的・環境目標・実施計画



[１]
化学物質の適正管理に関する啓発活動を
実施する。

総合安全衛生管理機構 通年
実施状況によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
千葉大学化学物質管理システム（ＣＵＣＲＩ
Ｓ）の利用等によって化学物質の適正な管
理を行う。

化学物質取り扱いユニッ
ト

通年
運用状況によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
新たに不要薬品が発生した場合、不要薬
品類の安全管理を徹底し、速やかに廃棄
する。

化学物質取り扱いユニッ
ト

通年
内部監査結果によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
グリストラップの設置を継続し、定期的に洗
浄する。

食堂部門ユニット環境責
任者

食堂部門ユニット環
境責任者が定める

頻度

洗浄記録によって確認
する。

記録―食堂部門ユニット
環境責任者、確認―環
境ＩＳＯ学生委員会

１回／年

[２]
必要に応じてペーパータオル等での厨房
機器の油分拭き取りを励行する。

食堂部門構成員 通年
インタビューによって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

Ⅱ－８ 生ごみ処理 食堂部門
生ごみの発生量を抑制
する。

生ごみの発生量を抑制
するためのより効率的
な取り組みを促進す
る。

[１]
生ごみの発生量を把握し、作り置きや食べ
残しを最小限にとどめる等の措置により食
品廃棄の抑制を進める。

食堂部門ユニット環境責
任者

１回以上／月、通年
生ごみ発生量の記録、
インタビューによって確
認する。

記録―食堂部門ユニット
環境責任者、確認―環
境ＩＳＯ学生委員会

１回／年

[１] 廃油の発生抑制の取り組みを促進する。
食堂部門ユニット環境責
任者

通年
インタビュー等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
廃油を適正に保管し、適切な認可業者へ
処理処分を依頼する。

食堂部門ユニット環境責
任者

食堂部門ユニット環
境責任者が定める

頻度

依頼量・依頼先の記録
によって確認する。

記録―食堂部門ユニット
環境責任者、確認―環
境ＩＳＯ学生委員会

１回／年

[１]
千葉大学のグリーン調達方針とグリーン購
入基準適合製品の内容をユニット構成員
に伝える。

物品販売部門ユニット環
境責任者

第１四半期
インタビュー等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
グリーン購入基準適合製品の品揃えを充
実させる。

物品販売部門ユニット環
境責任者

通年
インタビュー等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
グリーン購入基準適合製品かどうかを購入
者に伝え、その購入を促進する。

物品販売部門ユニット環
境責任者

通年
インタビュー等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
充電池・インクカートリッジ・トナー等の回収
システムを維持し、その回収・循環利用を
促進する。

物品販売部門ユニット環
境責任者

通年
インタビュー等によって
確認する。

記録―物品販売部門ユ
ニット環境責任者、確
認・インタビュー―環境Ｉ
ＳＯ学生委員会

１回／年

[２]
レジ袋の利用率削減に向けた取り組み
を行う。

生協、環境ＩＳＯ学生委
員会

通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[１]
構内を巡り、美化対策が必要な個所を確
認するとともに、ごみ拾いを実施する。

環境ISO学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
当年度ステッカー貼付、指定された場
所への駐輪などのルールを守る。

構成員、準構成員 通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
前項目のような正しい自転車利用を構成
員及び準構成員に周知し、適切な利用を
促す。

学務課、環境ISO学生委
員会

通年
周知の記録によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[４]
自転車の利用者登録を行い、当年度のス
テッカーを交付し、その貼付状況を確認す
る。

交付―学務課、登録・確
認―各部局担当者

通年
ステッカー交付枚数に
よって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[５]
自転車の回収システムを運用し、回収した
自転車を修理・譲渡するまたは適切に処分
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

Ⅱ－１３
受動喫煙防止

環境整備
外回り部門

受動喫煙防止環境の
整備と喫煙対策指針を
施設利用者に周知する
ことを通じて、受動喫煙
を防止する。

構内禁煙ルール周知を
推進する。

[１] 亥鼻地区構内における禁煙を順守する。 構成員、準構成員 通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

　Ⅲ． 学生主体の環境マネジメントシステムの構築と運用

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[１]
学生委員会活動への参加を新年度ガイダ
ンス時の研修等を通じて呼びかける。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[２]
学生委員会内で定期的に親睦会等の楽し
い企画を実施し、内部コミュニケーションを
盛んにする。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[３]
イベントを通じて学生委員会の活動をキャ
ンパスの学生に発信する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

Ⅲ－２
学生による環境

活動
共通事項

学生の環境意識を高
める。

環境活動を通じて学生
の環境意識の向上を
図る。

[４]
大学祭での環境対策の継続と発展を図
る。

環境ＩＳＯ学生委員会、
亥鼻祭実行委員会

１回／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

項番
実施計画（2024年度）

2022～2024年度 2024年度
24運用手順 24監視測定手順

Ⅲ－１ 学生委員会 共通事項
環境ＩＳＯ学生委員会を
維持・発展させる。

学生委員会の活動を
学内外に向けて、積極
的に情報発信していく
とともに、学生委員会メ
ンバーを増加させ、内
部コミュニケーションを
盛んにする。

Ⅱ－１２
構内環境の維

持
外回り部門

構内の緑を維持・管理
するとともに、自転車環
境を整備する。

構内の美化・清掃を進
めるとともに、放置自転
車の撤去を進め、正し
い自転車利用方法の
周知とマナーの向上に
向けて、必要かつ効果
的な施策を進める。

環境方針

No. 項目
対象
部門

Ⅱ－１０ グリーン購入 物品販売部門
グリーン購入の取り組
みを促進する。

グリーン購入基準適合
製品の品揃えを充実さ
せ、その情報提供を進
めて積極的な選択を促
す。

Ⅱ－１１
物品販売にお

ける３R
物品販売部門

物品販売に伴う廃棄物
の削減・循環利用を定
着させる。

物品販売に伴う廃棄物
の削減・循環利用を促
進する。

Ⅱ－７ 廃水浄化 食堂部門
廃水の浄化を促進す
る。

廃水の浄化のためのシ
ステムを運用する。

Ⅱ－９ 廃油抑制 食堂部門
廃油の発生抑制・適正
処理を行う。

廃油の発生抑制・適正
処理のためのシステム
を運用する。

Ⅱ－６ 化学物質管理
実験系教育・

研究部門
化学物質の適正な管
理を行う。

化学物質の適正管理
を徹底する。



　Ⅳ．地域社会に開かれた形での環境マネジメントシステムの実施

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

Ⅳ－１
地域連携・地域

参加
共通事項

地域社会の主体的な
参加を得る。

地域社会の意見を反
映させるとともに、地域
社会に積極的に参加
し、対外的に広報活動
をする。

[１]
千葉市長による推薦があった者を地区環
境ＩＳＯ実行委員会の委員として参画を求
める。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
地区環境ＩＳＯ実行委員
会委員名簿によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

Ⅳ－２ 情報公開 共通事項
学内外へ情報公開を
行う。

千葉大学の環境への
取り組みについて学内
外に情報発信を行う。

[２]
キャンパスにおける環境マネジメントシステ
ムへの取り組みや環境情報をホームペー
ジ・SNS等に掲載し、学内外に発信する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
ホームページ等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

Ⅳ－３ 国際化対応 共通事項

国際的な情報発信を行
うとともに留学生との交
流を強化し、環境ＩＳＯ
活動に関する国際的な
相互理解をさらに深め
る。

環境に関した国際的な
情報発信を行い、留学
生との交流を通じて相
互に環境意識の向上を
図る。

[３]
通常の環境ＩＳＯ活動において、留学生に
配慮した形式でも実施する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

　Ⅴ・国立大学の中での全国トップ水準のエネルギー効率の維持、改善

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[１]
施設新設・増設・改修・更新時には高効率
機器の導入に努める。

施設環境部 施設改修時
設備機器表等によって
確認する。

施設環境部 １回／年

[２] 講義室の空調機器の定期清掃を行う。 施設環境部
１回／

夏期・冬期
実施記録によって確認
する。

施設環境部
１回／

夏期・冬期

[３]
大学構内でのエネルギー使用量の周知に
努める。

施設環境部 通年
省エネリーダー会議の
記録によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[４]

大学ホームページにおける電力使用見え
る化の情報による電力状況の把握、照明
の消し忘れの防止、空調機器の適切な使
用、上下２階までの階段利用の促進、夏期
のクールビズ、冬期のウォームビズという
手段を用いて電力使用の抑制に努める。

構成員、準構成員 通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[５]

照明の消し忘れの防止、空調機器の適切
な使用、上下２階までの階段利用、夏期は
クールビズ、冬はウォームビズを促す方策
を行う。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
ステッカーの貼付状況に
よって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[６]
省エネルギーを呼びかけるための方策を
実施する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

[７]
エネルギー使用量の内訳を把握し、削減
方法を検討する。

施設環境部 １回／年
実施記録によって確認
する。

施設環境部 １回／年

[８]
省エネルギーや再生可能エネルギーの活
用など設備面での取り組みを実施する。

施設環境部 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 １回／年

No. 項目
対象
部門

エネルギー使用量を前
年度比で原単位１％以
上削減することに努め
る。

環境方針

No. 項目
対象
部門

項番
実施計画（2024年度）

2022～2024年度 2024年度
24運用手順 24監視測定手順

環境方針

Ⅴ－１

エネルギー使
用量削減・温室
効果ガス発生

抑制

共通事項

エネルギー使用量を今
後３年間にわたり年平
均で原単位１％以上削
減する。

項番
実施計画（2024年度）

2022～2024年度 2024年度
24運用手順 24監視測定手順



改廃履歴

内容

新規制定

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂
改訂

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 佐藤 洵、廣岡安雲）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 折原 亘、高畑光里）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 小室芳樹、三木 茜）

起案者

倉阪秀史（原案：環境ＩＳＯ学生委員会行動計画班）

倉阪秀史

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 西山友啓、巌見りおん）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 新井春香、石塚郁海、森田航平）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 森田航平、桧森佑太朗）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 山内一輝）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 佐藤柊太、木下恵水）

２０２３年　４月　１日

２０２４年　４月　１日

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 田中ひかる）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 田中菜都乃、磯野啄己）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 河村嶺依奈）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会 書記 伊藤絢香、須藤凛之助、仁井田咲良）

２０１８年　４月　１日

２０１９年　４月　１日

２０２０年　４月　１日

２０２１年　４月　１日

２０２２年　４月　１日

２０１３年　４月　1日

２０１４年　４月　1日

２０１５年　４月　1日

２０１６年　４月　1日

２０１７年　４月　1日

２００８年　４月　１日

２００９年　４月　１日

２０１０年　４月　１日

２０１１年　４月　１日

２０１２年　４月　1日

制定(改廃)年月日

２００４年　４月　１日

２００４年１０月１４日

２００４年１２月１３日

２００５年　４月　１日

２００６年　４月　１日

２００７年　４月　１日 倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）

倉阪秀史（原案：環境ISO学生委員会）



環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[1]
環境に関連するカリキュラムの割合を維持
する。

各教員 カリキュラム作成時
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
附属図書館松戸分館における環境に関連
する書籍等の数を維持し、増加させる。

附属図書館松戸分館 通年
一年間の購入図書に
よって確認する。

附属図書館松戸分館 1回／年

[1]
環境に関連する研究を行っている研究者
の割合を維持する。

各教員 通年
パンフレット等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
学内での環境関連の研究状況について、
サステナビリティレポート等の 利用により
積極的に情報公開を行う。

環境ISO学生委員会 通年
サステナビリティレポート
等によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[3]
環境関連研究の情報を公開研究発表会等
で社会に発信する。

教務委員会 随時
実施記録によって確認
する。

教務委員会 1回／年

　 　

　 　 　 　 　

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

Ⅱ-1
用紙類使用量

削減
共通事項

用紙類の使用量を今
後3年間にわたり年平
均で1％以上削減す
る。

用紙類の使用量を前
年度比で1％以上削減
する。

[1]
裏紙の使用、両面印刷等の利用、電子媒
体の利用及び使用済み封筒の再利用を促
し、用紙類の削減に努める。

ユニット環境責任者 通年
アンケート等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[1] 古紙・裏紙の分別に努める。 構成員、準構成員 通年
分別状況によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
リサイクルボックス等を学内に設置するとと
もに、ポスターを掲示し、用紙の再使用・リ
サイクルを推進する。

ユニット環境責任者 通年
実施状況によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[3]
不要になった用紙のうち、裏紙としての使
用が不可能なものについては指定の回収
場所に持参する。

構成員、準構成員 通年
アンケート等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[1]
施設新設･増設･改修時の節水型設備の導
入に努める。

会計（新設及び大型改
修時-施設環境部）

施設改修時
改修記録等によって確
認する。

会計（新設及び大型改
修時-施設環境部）

1回／年

[2]
漏水等の早期発見とその処置の迅速化に
努める。

会計 通年
調査記録によって確認
する。

会計 1回／年

[3] トイレ・水栓の維持・管理に努める。 会計 1回／年
実施記録によって確認
する。

会計 1回／年

[4] 節水に努める。 構成員、準構成員 通年
アンケート等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[5] ステッカー等によって節水を促進する。
環境ＩＳＯ事務局、各 ユ
ニット環境責任者

通年
ステッカーの貼付状況等
によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[6]
定期的に水の消費量を把握し、掲示板・
ホームページ等に より構成員・準構成員
への周知を図る。

環境ＩＳＯ学生委員会 施
設環境部

通年
掲示物・ホームページ等
によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／半年

[1]
ごみの排出抑制及びごみと資源等の分別
に努める。

構成員、準構成員 通年
アンケート・分別状況・一
般廃棄物排出量データ
によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
ごみの分別状況及び一般廃棄物の排出量
を構成員・準構 成員に対して周知する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／月
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[3]
学内における3Rシステムの発展のための
取り組みを実施する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[4]
大学祭において廃棄物の分別と発生抑制
を促進する。

戸定祭実行委員会、環
境ＩＳＯ学生委員会

1回／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／後期

Ⅱ-4 廃棄物抑制 共通事項

廃棄物分別を徹底し、
３R(リデュース・リユー
ス・リサイクル)の促進
を図る。

廃棄物の分別の徹底
および廃棄物の排出量
を削減することに努め
る。

Ⅱ-2 用紙類再利用 共通事項
用紙類の再利用・分
別・回収を定着させる。

用紙類の再利用・分
別・回収をキャンパス
全体に浸透させる。

Ⅱ-3 水使用量削減 共通事項

水の使用量を今後3年
間にわたり年平均で原
単位1％以上削減す
る。

水の使用量を前年比で
原単位1％以上削減す
ることに努める。

環境方針 　Ⅱ． 環境負荷の少ない緑豊かなキャンパスづくり

No. 項目
対象
部門

項番

実施計画（2024年度）

2024～
2026年度

2024年度
24運用手順 24監視測定手順

Ⅰ-1 環境教育
一般教育・研究部
門／実験系教育・

研究部門

大学・大学院における
環境教育・学習を充実
させる。

環境に関係する教育･
学習の機会を維持し、
増加させる。

Ⅰ-2 環境関連研究
一般教育・研究部
門／実験系教育・

研究部門

大学における環境関係
の研究を充実させる。

環境に関係する研究を
推進する。

　Ⅰ．総合大学としての特長を活かした環境教育・研究

No. 項目
対象
部門

項番

実施計画（2024年度）

2024～
2026年度

2024年度
24運用手順 24監視測定手順

環境方針

千葉大学松戸・柏の葉キャンパスにおける環境目的・環境目標・実施計画　
2024年4月1日

<松戸地区＞



[1]
グリーン調達方針に基づき、グリーン購入
基準適合製品を選択する。

教職員（発注者） 通年
連絡された品目等の記
録によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
グリーン購入基準適合製品以外の製品を
選択した場合には、その品目・数量を会計
係に連絡するという手続きを意識する。

教職員（発注者） 第一四半期
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[1]
化学物質の適正管理に関する啓発活動を
実施する。

安全衛生委員会 通年
活動の実施状況等に
よって確認する。

安全衛生委員会 1回／年

[2]
千葉大学化学物質管理システム
（CUCRIS）の説明会を開催する。

安全衛生委員会 1回／年
開催案内・参加者名簿
等等の記録によって確
認する。

安全衛生委員会 1回／年

[3]
千葉大学化学物質管理システム
（CUCRIS）の利用等によって化学物質の適
正な管理を行う。

化学物質取り扱いユニッ
ト

通年
巡視や報告の記録に
よって確認する。

安全衛生委員会 1回／年

[4]
未登録薬品のCUCRIS登録を徹底させ、安
全管理・処理を計画的に実施する。

化学物質取り扱いユニッ
ト

通年
巡視や報告の記録に
よって確認する。

安全衛生委員会 1回／年

Ⅱ-7 排水管理 共通事項
排水中の有害物質の
濃度を定常的に低い値
に下げる。

下水道条例において定
める排除基準を100％
確実に遵守するための
体制を整える（特に窒
素、ノルマルヘキサン
抽出物質、水銀等）。

[1]
定期的な検査を実施し、原因究明とともに
対策を講じる。

安全衛生委員会 通年
検査等の結果によって
確認する。

安全衛生委員会 1回／年

[1]
グリストラップの設置を継続し、定期的に洗
浄する。

生協
ユニット環境責任者

が定める頻度
文書によって確認する。 環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
ペーパータオル等での厨房機器の油分拭
き取りを励行する。

生協 通年
インタビューによって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[1] 廃油の発生抑制の取り組みを促進する。 生協 通年
インタビュー等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
廃油を適正に保管し、適切な認可業者へ
処理処分を依頼する。

生協 通年
依頼量・依頼先の記録
等によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[1]
千葉大学のグリーン調達方針とグリーン購
入基準適合製品の内容をユニット構成員
に伝える。

生協 第1四半期
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
グリーン購入基準適合製品の品揃えを充
実させる。

生協 通年
インタビュー等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[3]
グリーン購入基準適合製品かどうかを購入
者に伝え、その購入を促進する。

生協、環境ＩＳＯ学生委
員会

通年
インタビュー等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[1]
インクカートリッジ・トナーの回収システムを
維持し、その回収・循環利用を促進する。

生協、環境ＩＳＯ学生委
員会

通年
実施記録等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
レジ袋有料化に関する事項の周知を掲示
板・ホームページ等で積極的におこない、
購入者の理解を深める。

生協、環境ＩＳＯ学生委
員会

通年
掲示物等によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

Ⅱ-12 環境関連書籍 物品販売部門
環境関連書籍に対する
関心を高める。

環境関連書籍の品揃
えを充実させ、その情
報提供を進めて積極的
な選択を促す。

[1]
環境に関連する書籍等の情報を提供す
る。

生協、環境ＩＳＯ学生委
員会

通年
実施記録等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

Ⅱ-13
落ち葉・剪定枝

処理
外回り部門

落ち葉・放置剪定枝等
の適切な処理システム
を運用する。

排出された落ち葉・剪
定枝等を活用した再資
源化や再利用に関する
プロジェクトを継承す
る。

[1]
排出された落ち葉・剪定枝等の適切な処理
システムを継承する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[1]
緑の管理状況を把握するための適正なシ
ステムについて検討し、実施する。

圃場・温室等利用／環
境緑化委員会、環境ＩＳ
Ｏ学生委員会

通年
実施記録によって確認
する。

圃場・温室等利用／環
境緑化委員会、環境ＩＳ
Ｏ学生委員会

1回／年

[2] 定期的な緑の管理を行う。
圃場・温室等利用／環
境緑化委員会、ユニット
環境責任者

通年
実施記録によって確認
する。

圃場・温室等利用／環
境緑化委員会、ユニット
環境責任者

1回／半年

[3]
学生や教職員の主体的な緑化活動を把握
し、促進する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

圃場・温室等利用／環
境緑化委員会、環境ＩＳ
Ｏ学生委員会

1回／年

[4]
教職員と学生による定期的な構内の美化・
清掃を企画する。

圃場・温室等利用／環
境緑化委員会、ユニット
環境責任者

1回／半年
実施記録によって確認
する。

圃場・温室等利用／環
境緑化委員会、ユニット
環境責任者

1回／半年

Ⅱ-11
物品販売にお

ける3R
物品販売部門

物品販売に伴う廃棄物
の削減・循環利用を定
着させる。

物品販売に伴う廃棄物
の削減・循環利用を促
進する。

Ⅱ-14 緑の管理 外回り部門
キャンパスの緑の適正
な管理システムを運用
する。

キャンパスの緑の管理
システムの継続的な改
善に努める。

Ⅱ-9 廃油抑制 食堂部門
廃油の発生抑制・適正
処理を行う。

廃油の発生抑制・適正
処理のためのシステム
を構築し運用する。

Ⅱ-10 グリーン購入 物品販売部門
グリーン購入の取り組
みを促進する。

グリーン購入基準適合
製品の品揃えを充実さ
せ、その情報提供を進
めて積極的な選択を促
す。

Ⅱ-6 化学物質管理
実験系教育・研究

部門
化学物質の適正な管
理を行う。

化学物質の適正管理
を徹底する。

Ⅱ-8 廃水浄化 食堂部門
廃水の浄化を促進す
る。

廃水の浄化のためのシ
ステムを運用する。

Ⅱ-5 グリーン調達 共通事項

環境配慮型製品を優
先的に購入する「グ
リーン購入」を大学の
物品購入において推進
する。

大学の物品購入にお
いて千葉大学グリーン
調達方針に基づく調達
を行う。



[1]
統一管理基準に基づいた自転車利用を構
成員・準構成員に周知し、適切な利用を促
す。

キャンパス問題検討委
員会、環境ＩＳＯ学生委
員会

通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
自転車の利用者登録を行い、その際に当
年度のステッカーを交付し、その貼付率向
上に努める。

事務担当者、環境ＩＳＯ
学生委員会

通年

ステッカー発行枚数と利
用者情報等の記録、駐
輪状況調査実施記録等
によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／半年

[3]
統一管理基準に基づき放置自転車の撤去
を行う。

キャンパス問題検討委
員会、環境ＩＳＯ学生委
員会

1回／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[4]
定期的な駐輪状況調査によって現状を把
握し、駐輪状況の改善策を検討・実施する
とともに、その効果を確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／半年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／半年

[5]
自転車の回収・譲渡システムの構築・運用
を検討し、システムの展開に努める。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[1]
改正健康増進法に伴い定めた「特定喫煙
所」について、喫煙マナーとともに周知す
る。

環境ＩＳＯ学生委員会 ４～５月
周知の記録によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
さらなる受動喫煙防止環境整備のために
有益な情報を収集し、対策を検討する。

安全衛生委員会、環境Ｉ
ＳＯ学生委員会

通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[3]
松戸地区構内において、禁煙に努めるとと
もに、喫煙をする場合には、「特定喫煙所」
を利用する。

構成員、準構成員 通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

　 　

　 　 　 　 　

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[1]
学生委員会活動への参加を新年度ガイダ
ンス時の研修等により呼びかける。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
学生委員会内で定期的に親睦会等の楽し
い企画を実施し、内部コミュニケーションを
盛んにする。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／半年

[3]
学生委員会の活動を写真や記事で記録
し、委員会を紹介するための広報媒体等に
よって広報する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[4]
環境・エネルギーマネジメントシステムの構
築と運用に必要な知識の向上を図るため、
勉強会を行う。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回以上／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／半年

Ⅲ-2
学生による環境

活動
共通事項

学生による自主的な環
境活動を促進させる。

自主的な環境活動を
行っている学生の情報
を収集し、発信する。ま
たそれを学生間で共有
する。

[1]
自主的な環境活動を行っている学生が情
報を発信できるような機会を設ける。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

　 　 　 　 　

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[1]
地域社会に向けた環境教育の企画を実施
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
地域社会のイベントに積極的に参加し、地
域との環境活動を円滑にする場の形成に
努める。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[3]
環境改善活動を通じて地域に貢献し、住民
間ならびに学生との交流を促す。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[1]
キャンパスにおける環境・エネルギーマネ
ジメントシステムへの取り組みや環境情報
を学内外に発信する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
サステナビリティレポート
等によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／半年

[2]
当年度のサステナビリティレポートの原案
の作成補助をする。

環境ＩＳＯ学生委員会 第1四半期
サステナビリティレポート
によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[3]
当年度の「松戸・柏の葉地区学生委員会
活動報告書」を作成する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年
活動報告書によって確
認する。

環境ＩＳＯ事務局 1回／年

Ⅳ-2 情報公開 共通事項
学内外へ情報公開を
行う。

千葉大学の環境への
取り組みについて学内
外に情報発信を行う。

項番

実施計画（2024年度）

2024～
2026年度

2024年度
24運用手順 24監視測定手順

Ⅳ-1
地域連携・地域

参加
共通事項

地域社会の主体的な
参加を得つつ、地域社
会との交流を盛んに
し、千葉大学環境ＩＳＯ
を広めていく。

地域社会の意見を反
映させるとともに、地域
社会に積極的に参加
し、対外的に広報活動
をする。

Ⅲ-1
学生委員会活

動
共通事項

環境ＩＳＯ 学生委員会
を維持・発展させる。

学生委員会の活動を
学内外に向けて、積極
的に情報発信していく
とともに、学生委員会メ
ンバーを増加させ、内
部コミュニケーションを
盛んにする。

環境方針 　Ⅳ．地域社会に開かれた形での環境マネジメントシステムの実施

No. 項目
対象
部門

環境方針 　Ⅲ． 学生主体の環境マネジメントシステムの構築と運用

No. 項目
対象
部門

項番

実施計画（2024年度）

2024～
2026年度

2024年度
24運用手順 24監視測定手順

Ⅱ-15 自転車管理 外回り部門
自転車管理体制の維
持・発展を通じて駐輪
状況を改善する。

放置自転車の発生を
抑制する取り組みを推
進する。また、自転車
管理体制の改良を推
進する。

Ⅱ-16
分煙受動喫煙
防止環境整備

共通事項/外回り部
門

分煙環境の整備を行な
う。また、受動喫煙を防
止する。

さらなる受動喫煙禁止
環境の整備のために
喫煙に関する情報を収
集するとともに、喫煙マ
ナー向上を推進する。



Ⅳ-3 国際化対応 共通事項

環境ISO活動について
国際的な情報交換を行
うとともに、留学生の環
境活動推進を図る。

環境に関した国際的な
情報発信を行い、留学
生との交流を通じて相
互に環境意識の向上を
図る。

[1]
通常の環境ISO活動において、留学生に対
応した形式でも 実施する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

　 　 　

　 　 　 　 　
環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[1]
施設新設・増設・改修・更新時には高効率
機器の導入に努める。

会計係（新設及び大型
改修時-施設環境部）

施設改修時
設備機器表等によって
確認する。

会計係（新設及び大型
改修時-施設環境部）

1回／年

[2] 講義室の空調機器の定期清掃を行う。 会計係
1回／

夏期・冬期
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会
1回／

夏期・冬期

[3]
事務室・研究室の空調機器の定期清掃を
行う。

ユニット環境責任者
1回／

夏期・冬期
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会
1回／

夏期・冬期

[4]
省エネルギーを呼びかけるためのイベント
を実施する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[5]
毎月のエネルギー使用量を把握し、掲示
板等を用いて構成員・準構成員への周知
を図る。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
掲示物によって確認す
る。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／半年

[6]

照明の消し忘れの防止、空調機器の適切
な使用、上下2階までの階段利用、夏季は
クールビズ、冬季はウォームビズを促す方
策を行う。

環境ＩＳＯ学生委員会、
各ユニット環境責任者

通年
実施記録によって確認
する。

環境ISO学生委員会 1回／年

[7]

大学ホームページにおける電力使用見え
る化の情報により電力状況の把握、照明
の消し忘れの防止、空調機器の適切な使
用、上下2階までの階段利用、夏季はクー
ルビズ、冬季はウォームビズという手段を
用いて電力使用の抑制に努める。

構成員、準構成員 通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[8]
エネルギー使用量の内訳を把握し、削減
方法を検討する。

会計係 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[9]
省エネルギーや再生可能エネルギーの活
用など設備面で の取り組みを実施する。

施設環境部 通年
実施記録によって確認
する。

環境ISO学生委員会 1回 /年

2022年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　遠藤優雨、勝田真一、銭谷卓人、向山沙弥香 令和4年度目標設定・部分的微修正

2023年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　戸井田俊介　井能蘭　柳町有珠 令和5年度目標設定・部分的微修正

2024年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　大石玲奈　本田愛葉　石原光太　 令和6年度目標設定・部分的微修正

2019年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　大脇航平、吉田優太朗 31年度目標設定・部分的微修正

2020年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　眞駈来美、大嶋千世、山縣芳美、佐々木葉南 令和2年度目標設定・部分的微修正

2021年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　四ノ宮由香、新井桃和、澤田佳穂、海老聡美 令和3年度目標設定・部分的微修正

2016年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　佐藤圭介、堀川千秋 28年度目標設定・部分的微修正

2017年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　谷中稔侑、廣瀬雅人 29年度目標設定・部分的微修正

2018年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　村田理紗、滝沢友莉子 30年度目標設定・部分的微修正

2013年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 25年度目標設定・部分的微修正

2014年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　梅谷昌希、大森彩瑚 26年度目標設定・部分的微修正

2015年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　桐澤　凜、藤井かなる 27年度目標設定・部分的微修正

2010年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 22年度目標設定・部分的微修正

2011年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 23年度目標設定・部分的微修正

2012年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 24年度目標設定・部分的微修正

2007年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 19年度目標設定・部分的微修正

2008年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 2０年度目標設定・部分的微修正

2009年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 21年度目標設定・部分的微修正

改廃履歴
改定(改廃)年月日 起案者 内容

2004年 5月31日 実行委員会 新規制定

2006年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 18年度目標設定・部分的微修正

項番
実施計画（2024年度）

2024～
2026年度

2024年度
24運用手順 24監視測定手順

Ⅴ-1

エネルギー使
用量削減・温室
効果ガス発生

抑制

共通事項

エネルギー使用量を今
後3年間にわたり年平
均で原単位1％以上削
減する。

エネルギー使用量を前
年度比で原単位1％以
上削減することに努め
る。

環境方針 　Ⅴ. 国立大学の中での全国トップ水準のエネルギー効率の維持、改善

No. 項目
対象
部門



　Ⅰ．総合大学としての特長を活かした環境教育・研究

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

Ⅰ-1 環境関連研究
一般教育・研究
部門/実験系教育・
研究部門

キャンパスにおける環
境関係の研究を充実す
る。

環境に関係する研究を
推進する。

[1]
学内での環境関連の研究状況について、
ホームページ等の利用により積極的に情
報公開を行う。

各教員 通年
ホームページ等によって
確認する。

総務担当者 1回／半年

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

Ⅱ-1
用紙類使用量
削減

共通事項

用紙類の使用量を今
後3年間にわたり年平
均で1％以上削減す
る。

用紙類の使用量を前
年度比で1％以上削減
する。

[1]
裏紙の使用、両面印刷等の利用、電子媒
体の利用及び使用済み封筒の再利用を促
し、用紙類の削減に努める。

ユニット環境責任者 通年
アンケート等によって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

Ⅱ-2 用紙類再利用 共通事項
用紙類の再利用・分
別・回収を定着させる。

用紙類の再利用・分
別・回収をキャンパス
全体に浸透させる。

[1]
掲示物等によって再使用・分別・回収を促
進する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
掲示物の貼付状況等に
よって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[1]
施設新設・増設・改修時の節水型設備の
導入に努める。

施設環境部 施設改修時
改修記録等によって確
認する。

施設環境部 １回／年

[2]
漏水等の早期発見とその処置の迅速化に
努める。

施設環境部 通年
調査記録によって確認
する。

施設環境部 １回／年

[3] トイレ・水栓の維持・管理に努める。 施設環境部 １回／年
実施記録によって確認
する。

施設環境部 １回／年

[4] 節水に努める。 構成員、準構成員 通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[5] ステッカー等によって節水を促進する。 環境ＩＳＯ学生委員会 通年
ステッカーの貼付状況等
によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／半年

[6]
2ヶ月毎の水の消費量を把握し、掲示板・
ホームページ等により構成員・準構成員へ
の周知を図る。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
掲示物・ホームページ等
によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／半年

[1]
分別表示によって、キャンパス利用者に分
別BOXや廃棄物集積所における分別を促
す。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
分別表示の有無によっ
て確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
ゴミの排出抑制に努めるとともに、ごみと資
源等の分別を徹底する。

構成員、準構成員 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[3]
一般廃棄物の排出量を把握し、掲示板等
で構成員・準構成員に対して周知する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／月
掲示物等によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[1]
グリーン調達方針に基づき、グリーン購入
基準適合製品を選択する。

教職員（発注者） 通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
グリーン購入基準適合製品以外の製品を
選択した場合には、その品目・数量を会計
係に連絡する。

教職員（発注者） 通年
連絡された品目等の記
録によって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[1]
化学物質の適正管理に関する啓発活動を
実施する。

ユニット環境責任者 通年
活動の実施状況等に
よって確認する。

柏の葉環境責任者 1回／年

[2]
千葉大学化学物質管理システム
（CUCRIS）の利用等によって化学物質の適
正な管理を行う。

化学物質取り扱いユニッ
ト

通年
巡視や報告の記録に
よって確認する。

安全衛生委員会 1回／年

[3]
未登録薬品のCUCRIS登録を徹底させ、化
学物質の適正管理に努める。

取り扱いユニット 通年
CUCRISの記録や運用
状況によって確認する。

柏の葉環境責任者 1回／年

Ⅱ-7 排水管理 共通事項
排水中の有害物質の
濃度を定常的に低い値
に下げる。

下水道排除基準を確
実に遵守する。

[1] 定期的な検査を実施する。
環境ＩＳＯ実行委員
総務担当者

通年
定期検査・集中検査の
結果によって確認する。

事務部総務係 1回／年

Ⅱ-8 緑の管理 外回り部門
キャンパスの緑の将来
像を描き、適正な管理
システムを構築する。

緑地の適正な管理シス
テムの確立をめざして
検討し実行する。

[1] 緑地の維持・管理に努める。
環境ＩＳＯ実行委員
総務担当者

通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／半年

Ⅱ-5 グリーン調達 共通事項

環境配慮型製品を優
先的に購入する「グ
リーン購入」を大学の
物品購入において推進
する。

大学の物品購入にお
いて千葉大学グリーン
調達方針に基づく調達
を行う。

Ⅱ-6 化学物質管理
実験系教育・研究
部門

化学物質の適正な管
理を行う。

各種法規制を確実に遵
守するための体制を整
える。

Ⅱ-3 水使用量削減 共通事項

水の使用量を今後3年
間にわたり年平均で原
単位1％以上削減す
る。

水の使用量を前年度
比で原単位1％以上削
減することに努める。

Ⅱ-4 廃棄物抑制 共通事項

廃棄物分別を徹底し、
３R(リデュース・リユー
ス・リサイクル)の促進
を図る。

廃棄物の分別の徹底
および廃棄物の排出量
を削減することに努め
る。

環境方針 　Ⅱ． 環境負荷の少ない緑豊かなキャンパスづくり

No. 項目
対象
部門

実施計画（2024年度）

2022～2024年度 2024年度 項番
24運用手順 24監視測定手順

千葉大学松戸・柏の葉キャンパスにおける環境目的・環境目標・実施計画　
2024年4月1日

<柏の葉地区＞

環境方針

No. 項目
対象
部門

実施計画（2024年度）

2022～2024年度 2024年度 項番
24運用手順 24監視測定手順



[1]
千葉大学の喫煙対策指針に準拠し、部局
管轄内での喫煙所を明確に定め、更なる
受動喫煙防止に努める。

環境ＩＳＯ実行委員
総務担当者

通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
さらなる分煙環境整備のために有益な情
報を収集し、対策を検討する。

環境ＩＳＯ実行委員
総務担当者

通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[3]
柏の葉地区構内において、禁煙に努めると
ともに、喫煙をする場合には、「特定喫煙
所」を利用する。

構成員、準構成員 通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

　Ⅲ． 学生主体の環境マネジメントシステムの構築と運用

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

Ⅲ-1
学生による環境
活動

共通事項
環境ＩＳＯ学生委員会を
維持・発展させる。

環境ＩＳＯ学生委員会と
連携を図る。

[1]
環境ＩＳＯ学生委員会と連携して、環境・エ
ネルギーマネジメントシステムの運用を充
実させ、活動を発展させる。

ユニット環境責任者 1回／年
検討記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

　Ⅳ．地域社会に開かれた形での環境マネジメントシステムの実施

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[1]
センター祭における催し物を企画運営す
る。

総務担当者 1回／年
パンフレットによって確
認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[2]
地域社会と協力した環境教育企画を実施
する。

総務担当者 通年
プログラム等の記録に
よって確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

Ⅳ-2 情報公開 共通事項
学内外へ情報公開を
行う。

千葉大学の環境への
取り組みについて学内
外に情報発信を行う。

[1]

キャンパスにおける環境・エネルギーマネ
ジメントシステムへの取り組みや環境情報
をホームページ等に掲載し、学内外に発信
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
ホームページ等によって
確認する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

　Ⅴ. 国立大学の中での全国トップ水準のエネルギー効率の維持、改善

環境目的 環境目標

項目 担当者 運用ｽｹｼﾞｭｰﾙ 項目 責任者 測定頻度

[1]
施設新設・増設・改修・更新時には高効率
機器の導入に努める。

施設環境部 施設改修時
設備機器表等によって
確認する。

施設環境部 １回／年

[2] 講義室の空調機器の定期清掃を行う。 施設環境部
1回／

夏期・冬期
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会
1回／

夏期・冬期

[3]
事務室・研究室の空調機器の定期清掃を
行う。

施設環境部 1回／年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[4]

照明の消し忘れの防止、空調機器の適切
な使用、上下2階までの階段利用の促進、
夏期のクールビズ、冬期のウォームビズに
努める。

構成員、準構成員 通年
アンケートによって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[5]

照明の消し忘れの防止、空調機器の適切
な使用、上下2階までの階段利用、夏期は
クールビズ、冬期はウォームビズを促す方
策を行う。

環境ＩＳＯ学生委員会 通年
実施記録によって確認
する。

環境ＩＳＯ学生委員会 1回／年

[6]
エネルギー使用量の内訳を把握し、削減
方法を検討する。

施設環境部 通年
実施記録によって確認
する。

施設環境部 １回／年

[7]
省エネルギーや再生可能エネルギーの活
用など設備面での取り組みを実施する。

施設環境部 通年
実施記録によって確認
する。

環境ISO学生委員会 1回 /年

Ⅳ-1 地域連携・ 地域参加共通事項

地域社会の主体的な
参加を得つつ、地域社
会との交流を盛んにす
る。

地域社会の意見を反
映させるとともに、地域
社会に積極的に参加
し、対外的に広報活動
をする。

環境方針

実施計画（2024年度）

2022～2024年度 2024年度

実施計画（2024年度）

2022～2024年度 2024年度 項番
24運用手順 24監視測定手順

Ⅴ-1

エネルギー使
用量削減・温室
効果ガス発生
抑制

共通事項

エネルギー使用量を今
後3年間にわたり年平
均で原単位1％以上削
減する。

エネルギー使用量を前
年度比で原単位1％以
上削減することに努め
る。

No. 項目
対象
部門

項番
24運用手順 24監視測定手順

環境方針

No. 項目
対象
部門

実施計画（2024年度）

2022～2024年度 2024年度 項番
24運用手順 24監視測定手順

Ⅱ-9
分煙受動喫煙
防止環境整備

共通事項／外回り
部門

受動喫煙防止環境の
整備と喫煙対策指針を
施設利用者に周知する
ことを通じて、受動喫煙
を防止する。

さらなる受動喫煙防止
環境の整備のために
喫煙に関する情報を収
集するとともに、喫煙マ
ナー向上を推進する。

環境方針

No. 項目
対象
部門



改廃履歴

2016年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　佐藤圭介、堀川千秋

2010年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会

改定(改廃)年月日 起案者

2024年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　大石玲奈　本田愛葉　石原光太　

2022年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　遠藤優雨、勝田真一、銭谷卓人、向山沙弥香 令和4年度目標設定・部分的微修正

2023年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　戸井田俊介　井能蘭　柳町有珠 令和5年度目標設定・部分的微修正

28年度目標設定・部分的微修正

2017年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　谷中稔侑、廣瀬雅人 29年度目標設定・部分的微修正

2018年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　村田理紗、滝沢友莉子 30年度目標設定・部分的微修正

2013年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 25年度目標設定・部分的微修正

2014年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　梅谷昌希、大森彩瑚 26年度目標設定・部分的微修正

2015年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　桐澤　凜、藤井かなる

令和6年度目標設定・部分的微修正

2019年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　大脇航平、吉田優太朗 31年度目標設定・部分的微修正

2020年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　眞駈来美、大嶋千世、山縣芳美、佐々木葉南 令和2年度目標設定・部分的微修正

2021年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会、環境ＩＳＯ学生委員会書記　四ノ宮由香、新井桃和、澤田佳穂、海老聡美 令和3年度目標設定・部分的微修正

27年度目標設定・部分的微修正

22年度目標設定・部分的微修正

2011年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 23年度目標設定・部分的微修正

2012年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 24年度目標設定・部分的微修正

2007年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 19年度目標設定・部分的微修正

2008年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 2０年度目標設定・部分的微修正

2009年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 21年度目標設定・部分的微修正

内容

2004年 5月31日 実行委員会 新規制定

2006年 4月 1日 松戸・柏の葉地区実行委員会 18年度目標設定・部分的微修正


